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Ｐ２　　特集　　防災対策の取組を強化しますＰ２　　特集　　防災対策の取組を強化します
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災
害
時
や
水
道
の
事
故
な
ど
に
よ
り
長
期

の
断
水
に
な
っ
た
場
合
の
備
え
や
災
害
時
の

他
市
町
支
援
に
対
応
で
き
る
よ
う
給
水
車
を

配
備
し
ま
し
た
。
事
業
費
は
８
１
４
万
円
。

　

こ
の
給
水
車
は
、
２
千
ℓ
の
水
を
積
載
し
、

一
度
に
約
６
６
０
人
に
水
を
供
給
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
給
水
も
４
ヵ
所
か
ら
ポ
リ

容
器
や
給
水
袋
な
ど
に
給
水
で
き
る
ほ
か
、

加
圧
ポ
ン
プ
を
搭
載
し
、
避
難
所
な
ど
の
受

水
槽
に
も
給
水
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
、
一
昨
年
の
熊
本
地
震
お

よ
び
鳥
取
県
中
部
地
震
、
昨
年
の
九
州
北
部

豪
雨
な
ど
、
年
々
深
刻
さ
を
増
す
自
然
災
害

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
中
、
防
災
対
策
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
本
町
も
昨
年

の
台
風
に
よ
る
被
害
状
況
か
ら
災
害
対
策
の

重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
近
年
の
気
象
変
動
に
伴
い
頻
発

す
る
激
甚
災
害
や
、
将
来
予
想
さ
れ
る
大
地

震
な
ど
の
発
生
に
備
え
る
と
と
も
に
、
本
町

の
防
災
対
策
の
取
組
を
強
化
す
る
た
め
、
新

た
に
「
防
災
安
全
課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
台
風
、
地
震
、
津
波
な
ど

の
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
防
災
、
水
防
対
策

を
は
じ
め
と
す
る
庁
内
の
危
機
管
理
対
策
を

　

平
成
25
年
度
か
ら
26
年
度
に
か
け
て
小
代

区
お
よ
び
村
岡
区
の
防
災
行
政
無
線
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

　

香
住
区
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
と

来
年
度
の
２
ヵ
年
で
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
屋
外
拡
声
子
局
と
戸
別
受
信
機

の
一
部
を
整
備
し
、
来
年
度
に
残
り
の
戸
別

受
信
機
を
整
備
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
防
災
行
政
無
線
は
全
町
で

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
対
策
と
し
て
箇
所
別
土
砂
災

害
危
険
度
予
測
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
10
ｍ

メ
ッ
シ
ュ
お
よ
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
ご
と

に
危
険
度
を
判
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

的
確
な
場
所
と
タ
イ
ミ
ン
グ
で
警
戒
情
報
が

伝
達
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

行
い
、
有
事
に
お
け
る
庁
舎
内
の
配
備
体
制

を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
確
立
し
ま
す
。
併

せ
て
、
区
・
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
町
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

重点施策【防災の強化】重点施策【防災の強化】

防災対策の防災対策の

取組を強化します取組を強化します
●問い合わせ先　役場防災安全課●問い合わせ先　役場防災安全課

「
防
災
安
全
課
」
を
設
置

「
防
災
安
全
課
」
を
設
置

防
災
行
政
無
線
の
整
備

防
災
行
政
無
線
の
整
備

給
水
車
を
配
備

給
水
車
を
配
備

▲新しく配備された給水車

▲戸別受信機
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平
成
平
成
3030
年
度
出
初
式

年
度
出
初
式

消
防
施
設
整
備

消
防
施
設
整
備

兵
庫
県
但
馬
地
域
合
同
防
災
訓
練

兵
庫
県
但
馬
地
域
合
同
防
災
訓
練

香
美
町
消
防
団
（
分
団
長
以
上
）

香
美
町
消
防
団
（
分
団
長
以
上
）

　

４
月
８
日
（
日
）、
香
住
区
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
た
香
美
町
消
防
団
出
初
式
に
は
、

今
後
武た

け

し司
団
長
以
下
４
９
２
人
が
出
席
。
多

数
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
役
員
に
対
す
る
辞

令
交
付
や
新
入
団
員
の
任
命
（
分
団
長
以
上

は
下
記
の
と
お
り
）、
長
年
に
わ
た
る
消
防

活
動
へ
の
功
績
に
対
す
る
表
彰
な
ど
が
行
わ

　

消
防
施
設
整
備
は
、
年
次
計
画
に
よ
り

行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
村
岡
特
設
第

２
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
と
村

岡
特
設
第
１
分
団
お
よ
び
村
岡
第
１
分
団
の

消
防
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
整
備
を
実
施
し
、
消
防

防
災
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
防
団
員
に
新
基
準
の
活
動
服

を
新
た
に
配
備
し
、
夜
間
活
動
時
な
ど
で
の

団
員
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
浜
上
町
長
は
７
年
が
経
過
し
た
東

日
本
大
震
災
に
触
れ
、
そ
の
遺
族
や
被
災
者

に
対
し
て
お
見
舞
い
の
言
葉
と
一
日
も
早
い

復
興
へ
の
願
い
を
述
べ
た
後
「
昨
年
度
は
台

風
18
号
、
21
号
が
本
町
に
接
近
し
、
一
部
地

域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
消
防
団

員
の
皆
さ
ん
に
は
管
内
の
警
戒
、
土
の
う
積

み
、
交
通
整
理
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
１
月
末
か
ら
２
月
中

旬
に
か
け
て
本
町
沿
岸
部
で
は
大
雪
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
災
害
や
事
故
は
発
生

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
要
因
は
常

に
潜
在
し
て
い
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
団
長
は
「
団
員
の
生
命
を
最
優
先
に

活
動
し
て
い
た
だ
き
、
団
員
と
し
て
の
自
覚

と
資
質
の
向
上
に
さ
ら
に
努
力
し
、
優
れ
た

知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
、
常
に
危
機
意
識

を
持
っ
て
住
民
の
期
待
に
応
え
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
基
本
団
員
30
人
と
機
能
別

団
員
２
人
が
入
団
。
代
表
し
て
香
住
第
２
分

団
の
松
本
竜た

つ

や也
さ
ん
が
「
一
日
も
早
く
知
識

と
技
術
を
身
に
付
け
、
地
域
の
防
災
活
動
の

中
核
と
し
て
住
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
力
強
く
誓
い

ま
し
た
。

　

式
典
の
終
わ
り
に
香
美
町
議
会
上
田
勝
幸

議
長
の
発
声
に
よ
り
、
消
防
団
の
発
展
と
災

害
の
な
い
１
年
を
祈
っ
て
万
歳
三
唱
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

９
月
２
日
（
日
）、
本
町
で
、
兵
庫
県
但

馬
地
域
合
同
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

但
馬
各
市
町
や
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
な
ど

各
関
係
機
関
も
加
わ
り
、
津
波
を
想
定
し
た

実
践
的
な
訓
練
に
よ
り
防
災
意
識
の
高
揚
と

防
災
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

敬
称
略

◇
団
長
…
今
後
武
司

　

【
香
住
支
団
】

　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
磯
田
啓
介

　

◇ 

副
団
長
兼
副
支
団
長
…
橋
本
昭
弘
、

　
　

渡
邉 

孝
、
中
村 

悟

　

◇
分
団
長

　

・
支
団
本
部
…
清
水
容よ

し

か

ず和
、
馬
場
一か

ず

と

し壽
、

　
　

濵
本
幸
広
、
今
西
康
喜

　

・
香
住
特
設
分
団
…
…
…
吉
野
渉し

ょ

う

じ史

　

・
香
住
第
１
分
団
…
…
…
田
中
竜
二

　

・
香
住
第
２
分
団
…
…
…
中
村 

修

　

・
香
住
第
３
分
団
…
…
…
永
田 

剛
つ
よ
し

　

・
香
住
第
４
分
団
…
…
…
白
井
宏
昭

　

・
香
住
第
５
分
団
…
…
…
関 

久
憲

　

・
余
部
分
団
…
…
…
…
…
上
根 

聡

　

・
柴
山
分
団
…
…
…
…
…
松
井
巨な

お

き樹

　

・
佐
津
分
団
…
…
…
…
…
原 

弘こ

う

い

ち一

　

・
奥
佐
津
分
団
…
…
…
…
秋
山
大
吾

　

・
長
井
第
１
分
団
…
…
…
原
田
淳
平

　

・
長
井
第
２
分
団
…
…
…
橋
下
幸
雄

　

【
村
岡
支
団
】　
　
　

　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
古
家 

学

　

◇  
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
石
井 

勇
、

　
　

長
岡
裕
文
、
西
村
一
敏

　

◇
分
団
長

　

・
支
団
本
部
…
小
谷
佳よ

し

か

ず和
、
西
﨑 

昭
、

　
　

石
井
精せ

い

い

ち一
、
西
田
一
彦
、
森
垣
文
裕
、

　
　

山
田
貴
広

　

・
村
岡
特
設
第
１
分
団
…
山
田
桂
司

　

・
村
岡
特
設
第
２
分
団
…
井
上
政
志

　

・
村
岡
特
設
第
３
分
団
…
中
根
敏
彦

　

・
村
岡
第
１
分
団
…
…
…
井
口
栄
作

　

・
村
岡
第
２
分
団
…
…
…
小
林
久
之

　

・
村
岡
第
３
分
団
…
…
…
上
田
昌ま

さ

し司

　

・
村
岡
第
４
分
団
…
…
…
大
林
一
樹

　

・
村
岡
第
５
分
団
…
…
…
福
井
一
雄

　

・
村
岡
第
６
分
団
…
…
…
山
本
茂
行

　

・
村
岡
第
７
分
団
…
…
…
上
田
勝か

つ

や也

　

・
村
岡
第
８
分
団
…
…
…
古
川
正
信

　

・
村
岡
第
９
分
団
…
…
…
中
村
和
成

　

【
小
代
支
団
】

　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
邊
見
八
郎

　

◇ 

副
団
長
兼
副
支
団
長
…
西
村
吉
弘
、

　
　

古
岡
敏
幸

　

◇
分
団
長

　

・ 

支
団
本
部
…
田
中
公
雄
、
中
村
達
也
、

　
　

古
岡
恵
祐
、
田
村
正ま

さ

と

も倫

　

・
小
代
特
設
第
１
分
団
…
小
林
保
則

　

・
小
代
特
設
第
２
分
団
…
小
林
裕
二

　

・
小
代
第
１
分
団
…
…
…
井
上
拓
也

　

・
小
代
第
２
分
団
…
…
…
井
上
武
志

　

・
小
代
第
３
分
団
…
…
…
田
淵
祐
介

　

・
小
代
第
４
分
団
…
…
…
上
田
清
吾

　

・
小
代
第
５
分
団
…
…
…
谷
川
大
介

　

・
小
代
第
６
分
団
…
…
…
毛
戸
勝か

つ

や也
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４月１日付、新規採用職員を紹介します４月１日付、新規採用職員を紹介します
●問い合わせ先　役場総務課

よろしくお願いします

上治遼
り ょ う や

哉健康課

　出身は小代区水間です。

　豊かな自然・文化、温かい人

が魅力的なこの町を多くの人に

知ってもらいたい、 生まれ育っ

た町に恩返しをしたいという思

いで町職員になりました。

　町民の皆さんが豊かで幸せな

生活を送れるよう、 精一杯頑張

ります。

り ょ う や

小澤真
ま ゆ こ

悠子健康課

　出身は神戸市です。

　歯科衛生士として地域の皆さ

んの健康が守れるような仕事が

したいと思い、縁があって香美

町職員として勤務することにな

りました。

　自身の専門性を生かし、町民

の皆さんが健康に暮らしていけ

るように精一杯頑張ります。

ま ゆ こ

上垣潤
じ ゅ ん き

桜町民課

　出身は香住区間室です。

　生まれ育った町で働くことを

うれしく思います。

　私を育ててくれた海・山・川

・自然があふれる素晴らしいこ

の町に恩返しができるように、

今まで培ってきた経験を生かし、

町民の皆さんの期待に応えたい

と思います。

じ ゅ ん き

西谷勇
ゆ う す け

祐上下水道課

　出身は村岡区大笹です

　町職員として働けることに感

謝し、町民の皆さんの生活をよ

り良いものにできるように、精

一杯頑張ります。

　今後もこの町の良い所を探し、

もっと好きになりたいと思いま

すので、一緒にこの町を明るく

していきましょう。

ゆ う す け

濱本凌
りょうすけ

維税務課

　出身は香住区若松です。

　ふるさとの職員として働ける

ことに大きな喜びと誇りを感じ

ています。

　町民の皆さん、職員の皆さん

に信頼してもらえる職員になれ

るよう、一つ一つの業務に誠心

誠意取り組みます。

りょうすけ

北脇修
しゅうへい

平建設課

　出身は香住区香住です。

　生まれ故郷である、この町で

働けることをうれしく思います。

　この町に暮らす皆さんが安心、

安全で、楽しい毎日を過ごせる

ようにお手伝いさせていただき

ます。

　より良い町にしたいという

「熱い思い」を胸に頑張ります。

しゅうへい
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

 

職
種
、
採
用
予
定
人
数

▽
正
規
職
員

　

①
薬
剤
師
…
１
人

　

②
看
護
師
…
若
干
人

▽
臨
時
職
員

　

③
看
護
師
…
若
干
人

　

④
自
動
車
運
転
員
…
若
干
人

　

⑤
宿
日
直
代
行
員
…
１
人

　

⑥
介
護
員
…
若
干
人

受
験
資
格
な
ど

　

①
② 

…
昭
和
41
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
薬
剤
師
、
看
護
師
の
免

許
を
持
つ
人
。

　

③
… 

昭
和
32
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
看
護
師
の
免
許
を
持
つ
人
。

　

④
… 

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

持
つ
人
。

　

⑤
… 

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
。

　

⑥
… 

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
過

程
を
修
了
し
た
人
ま
た
は
介
護
福
祉

士
の
資
格
を
持
つ
人
。

試
験
予
定
日
お
よ
び
受
付
期
間

　

下
表
の
と
お
り

試
験
方
法

　

①
② 

…
能
力
検
査
、
性
格
検
査
お
よ
び
個

別
面
接
を
行
い
ま
す
。

　

③
〜
⑥
…
個
別
面
接
を
行
い
ま
す
。

採
用
予
定
日

　

各
試
験
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
１
日
付

け
。
た
だ
し
、
第
10
回
は
試
験
日
の
属
す
る

月
の
採
用
。

提
出
書
類

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

免
許
・
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添

付
し
て
同
病
院
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
郵
送
可
、
た
だ
し
期
間
内
必
着
）。

　

町
で
は
、
町
内
事
業
者
の
技
術
力
お
よ
び

経
営
力
な
ど
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
従
業
員
な
ど
に
行
う
人
材
育
成
事
業

に
対
し
、
事
業
者
が
実
施
す
る
研
修
会
、
ま

た
は
従
業
員
が
受
講
す
る
研
修
な
ど
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
と
な
る
従
業
員
は
、
正
規

雇
用
の
み
で
す
。

対
象
事
業
・
助
成
内
容

① 

研
修
を
事
業
者
自
ら
開
催
す
る
事
業
…
上

限
５
万
円

② 

研
修
な
ど
に
従
業
員
を
派
遣
し
、
受
講
さ

せ
る
事
業
…
上
限
２
万
円

③ 

資
格
の
取
得
（
国
家
資
格
な
ど
）
お
よ
び

技
術
の
取
得
の
た
め
に
従
業
員
を
派
遣
す

る
研
修
…
上
限
２
万
円

④ 

事
業
者
が
推
奨
す
る
資
格
の
取
得
な
ど
を

目
的
と
し
た
通
信
講
座
…
上
限
２
万
円

補
助
対
象
経
費

　

会
場
使
用
料
、
講
師
謝
金
、
交
通
費
、
受

講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

補
助
内
容

　

他
の
助
成
金
な
ど
が
あ
る
場
合
、
そ
の
額

を
控
除
し
た
経
費
が
、
１
事
業
１
回
ま
た
は

１
人
に
つ
き
５
千
円
以
上
の
場
合
は
、
２
分

の
１
以
内
の
補
助
を
し
ま
す
（
た
だ
し
、
上

限
あ
り
）。

　

そ
の
他
に
も
町
で
は
、
次
の
支
援
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
下
さ
い
。

①
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度

　

事
業
所
の
資
金
繰
り
を
支
援
し
ま
す
。

②
企
業
立
地
促
進
事
業

　

工
場
の
新
設
、
増
設
を
支
援
し
ま
す
。

③
も
の
づ
く
り
支
援
事
業

　

新
商
品
の
開
発
、
製
品
改
良
に
要
す
る
経

費
を
補
助
し
ま
す
。

④
起
業
・
創
業
支
援
事
業

　

創
業
を
目
指
す
人
へ
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

⑤
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
、
資
金
調

達
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

⑥
事
業
承
継
支
援
事
業

　

後
継
者
移
行
に
向
け
た
問
題
解
決
な
ど
に

向
け
て
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

⑦
社
員
住
宅
改
修
費
補
助
金

　

雇
用
確
保
に
向
け
、
社
員
住
宅
の
改
修
な

ど
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

そ
の
他

① 

す
べ
て
の
事
業
の
補
助
金
の
額
の
合
計
が

１
事
業
所
20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

② 

本
事
業
は
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

公
立
香
住
病
院

平
成
30
年
度 

中
途
採
用
職
員

公
立
香
住
病
院
の
正
規
・
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

公
立
香
住
病
院
の
正
規
・
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課
・
各
地
域
局

香
美
町
地
域
産
業
活
性
化
人
材
育
成
支
援
事
業

町
内
の
事
業
所
を
応
援
し
ま
す
！

町
内
の
事
業
所
を
応
援
し
ま
す
！

受付期間 試験予定日

第 1回 5月 11日（金）～ 31日（木） 6月 7日（木）

第 2回 6月 8日（金）～ 29日（金） 7月 12日（木）

第 3回 7月 13日（金）～ 31日（火） 8月 9日（木）

第 4回 8月 10日（金）～ 31日（金） 9月 13日（木）

第 5回 9月 14日（金）～ 28日（金） 10月 11 日（木）

第 6回 10月 12 日（金）～ 31日（水） 11月 8日（木）

第 7回 11月 9日（金）～ 30日（金） 12月 6日（木）

第 8回 12月 7日（金）～ 28日（金） 平成 31年 1月 10 日（木）

第 9回 平成 31年 1月 11 日（金）～ 31日（木） 平成 31年 2月 7日（木）

第 10回 平成 31年 2月 8日（金）～ 28日（木） 平成 31年 3月 7日（木）

受付時間…午前 8時 30分～午後 5時 15分（土日祝日を除く）
10回の試験を予定していますが、予定人員に達し次第、受付を終了します。

▼試験予定日および受付期間
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聴
覚
障
害
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し

な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
よ
う
と
す

る
人
や
、
手
話
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
「
入
門
課
程
」
を
受
講
し
た

人
、
応
用
的
な
手
話
を
身
に
つ
け
た
い
人
を

対
象
に
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と
き

　

 

６
月
１
日(

金)

〜
12
月
21
日(

金)

の
毎

週
金
曜
日(

６
月
８
日
、
９
月
28
日
、
10

月
19
日
、
11
月
23
日
、
12
月
14
日
は
除
く
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

と
こ
ろ

　

香
住
区
中
央
公
民
館
な
ど

　

日
本
放
送
協
会
放
送
受
信
料
免
除
基
準
が

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

免
除
基
準
の
変
更
内
容

　

平
成
30
年
4
月
か
ら
、
社
会
福
祉
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
社
会
福
祉
事
業
を

行
う
施
設
ま
た
は
事
業
所
が
全
額
免
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

※ 

免
除
対
象
と
な
る
の
は
こ
れ
ま
で
同
様
、

入
所
者
・
利
用
者
の
専
用
に
供
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
受
信
機
の
み
で
す
。

申
請
窓
口

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
阪
神
営
業
セ
ン
タ
ー

　

℡
06
・
４
９
６
０
・
２
２
１
３

　

平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

対
象
者　

　

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
（
高
校
生
以
上
）

で
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門
課
程
」
を

受
講
済
み
の
人

　

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

内
容

　

相
手
の
手
話
が
理
解
で
き
、
手
話
で
日
常

的
な
会
話
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、
手
話
の
応

用
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
る
。

受
講
料

　

無
料

　

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限

　

５
月
29
日
（
火
）
午
後
5
時
15
分

　

日
常
生
活
の
中
で
、
少
し
手
を
貸
し
て
ほ

し
い
と
き
や
配
慮
し
て
も
ら
い
た
い
と
き
に
、

声
に
出
し
て
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援
助
や
配
慮

を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
、
援
助
を
得
や
す

く
な
る
よ
う
に
身
に
つ
け
て
利
用
す
る
「
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
」
を
利
用
希
望
者
に
交
付
し
ま

す
。
ま
た
、
配
慮
な
ど
を
必
要
と
す
る
場
面

で
提
示
し
て
利
用
す
る
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

も
併
せ
て
交
付
し
ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
見
か

け
た
ら
、
電
車
や
バ
ス
の
中
で
席
を
ゆ
ず
る
、

困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
声
を
か
け
る
な

ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま

す
。ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
と
は

　

周
囲
の
人
に
、
援
助
や
配
慮
が
必
要
な
こ

と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
マ
ー
ク
で
す
。

　

シ
リ
コ
ン
製
の
タ
グ
で
、
か
ば
ん
に
装
着

す
る
な
ど
身
に
つ
け
て
利
用
し
ま
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　

障
害
が
あ
る
人
な
ど

が
困
っ
た
と
き
に
助
け

を
求
め
る
た
め
の
も
の

で
、「
手
助
け
が
必
要
な

人
」
と
「
手
助
け
で
き

る
人
」
を
結
ぶ
カ
ー
ド

で
す
。

　

名
刺
サ
イ
ズ
の
カ
ー

ド
で
、
配
慮
な
ど
を
必

要
と
す
る
場
面
で
提
示

し
て
利
用
し
ま
す
。

対
象
者

　

「
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人
」

な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

・
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
人

・
内
部
障
害
や
難
病
の
人

・
妊
娠
中
の
人

・
一
時
的
な
傷
病
が
あ
る
人
な
ど

※ 

１
人
１
個
（
枚
）
ま
で
で
、
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
同
時
交
付
は
可
能

で
す
。

申
請
方
法

　

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局
に
備
え
付

け
の
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
即
日

交
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
福
祉
課
・
各
地
域
局

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す

配
慮
が
必
要
な
人
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す

配
慮
が
必
要
な
人
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
福
祉
課

手
話
講
座
「
基
礎
課
程
」
を
開
催
し
ま
す

手
話
に
興
味
が
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す

手
話
に
興
味
が
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課

社
会
福
祉
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除
基
準
の
変
更

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除
基
準
の
変
更

▲ヘルプマーク

▲ヘルプカード



7 －広報 ふるさと香美 2018.5

フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

平
成
平
成
3030
年
度
香
美
町
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン

年
度
香
美
町
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン

早
お
き
早
ね
朝
ご
は
ん　

こ
ま
め
に
動
い
て　

早
お
き
早
ね
朝
ご
は
ん　

こ
ま
め
に
動
い
て　

健健
け

ん

こ

う

け

ん

こ

う口口
生
活
【
栄
養
編
】

生
活
【
栄
養
編
】

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

町
で
は
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
定
め
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

①
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

　

②
身
体
活
動
量
を
増
や
す

　

③
口
腔
ケ
ア
を
実
践
す
る

の
三
本
柱
を
健
康
づ
く
り
の
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
目
標
の
内
容
を「
睡
眠
編
」「
栄
養
編
」

「
運
動
編
」「
口
腔
編
」
に
分
け
て
内
容
を
説

明
し
ま
す
。

　

第
２
回
目
は
「
栄
養
編
」
で
す
。

　

３
度
の
食
事
の
中
で
も
、
１
日
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
朝
食
は
と
て
も
大
切
で
す
。「
朝

は
時
間
が
な
い
か
ら
」「
お
腹
が
す
い
て
い

な
い
か
ら
」
と
朝
食
を
抜
い
て
し
ま
う
と
、

体
温
が
上
が
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し

て
集
中
で
き
な
か
っ
た
り
、
ぼ
ん
や
り
し
た

り
し
た
ま
ま
過
ご
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

そ
の
日
の
活
力
の
源
を
作
り
出
す
朝
食
は

し
っ
か
り
と
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
脳
の
働
き
を
活
発
に
し
ま
す

　

脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
は

寝
て
い
る
間
に
使
わ
れ
、
足
り
な
く
な
り
ま

す
。

　

ブ
ド
ウ
糖
を
朝
食
で
し
っ
か
り
と
補
給
す

る
こ
と
で
、
脳
の
働
き
が
活
発
に
な
り
、
集

中
力
が
高
ま
り
ま
す
。

②
体
温
を
上
昇
さ
せ
ま
す

　

寝
て
い
る
間
に
下
が
っ
た
体
温
は
、
朝
食

を
食
べ
る
こ
と
で
上
昇
し
、
眠
っ
て
い
る
体

を
目
覚
め
さ
せ
、
体
内
の
働
き
を
活
性
化
さ

せ
ま
す
。

③
排
便
を
促
進
を
し
ま
す

　

朝
食
を
食
べ
る
こ
と
で
消
化
器
系
が
活
動

を
開
始
し
、
排
便
を
促
し
て
便
秘
を
防
ぎ
ま

す
。

　

朝
は
何
も
食
べ
な
い
と
い
う
人
は
、
ま

ず
は
何
か
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
や
牛
乳
、
果
物
な
ど
手
軽
で
食

べ
や
す
い
も
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　

食
べ
る
習
慣
の
あ
る
人
は
、
主
食
（
ご
飯
、

パ
ン
な
ど
）・
主
菜
（
魚
、
肉
、
卵
、
大
豆

製
品
な
ど
）・
副
菜
（
野
菜
、
き
の
こ
類
な

ど
）
を
揃
え
て
食
べ
る
こ
と
を
意
識
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
前
日
の
夕
食
の
お
か
ず
を
多
め

に
作
る
、
具
沢
山
の
み
そ
汁
を
準
備
し
て
お

く
な
ど
少
し
工
夫
を
す
れ
ば
、
手
間
も
時
間

も
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

食
パ
ン
を
食
べ
る
と
い
う
人
は
、
レ
タ
ス

や
ハ
ム
を
挟
ん
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
す
る
の

も
お
す
す
め
で
す
。

　

寝
る
時
間
が
遅
く
な
り
、
朝
ギ
リ
ギ
リ
に

起
き
て
し
ま
う
と
、
朝
食
を
抜
い
て
し
ま
い

が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
夜
食
や
夜
更
か
し
は
控
え
、
し
っ
か
り

と
朝
食
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

朝
食
の
役
割

朝
食
の
役
割

よ
り
良
い
朝
食
に
す
る
た
め
に

よ
り
良
い
朝
食
に
す
る
た
め
に

＜簡単♪いつもの朝食にプラスするだけでバランスＵＰ＞
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●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

　本町では、「地域を紹介し、ふるさとを語れる子ども」や「自己表現力の豊かな子ども」など、中学校区単

位で目指すべき子どもの姿や、人間像を共有し、小・中学校それぞれの独自性を維持しながら、学習面や生活

面で連携し合う教育を進めています。

　また、保育所、認定こども園、幼稚園でも、園児の資質や能力が小学校教育へ引き継がれるよう、幼稚園の

教員などが小学校の教員と意見交換をし「就学するまでに育ってほしい姿」の共有に努めるなど、発達段階に

応じて、保育所、認定こども園、幼稚園、小学校、中学校が連携し合う「一貫化教育」に取り組んでいます。

　今回は本町が行っている取組の例を紹介します。

保・幼・小・中・高が連携し合う教育保・幼・小・中・高が連携し合う教育

　「乗り入れ授業」とは、中学校の教員が小学校で指導を行う、

または小学校の教員が中学校で指導を行うものです。小代小

学校の 5・6年生では、総合的な学習の時間を使い、国際理

解教育の一環として、小代中学校の教員を招いた英語の授業

を月 2回程度行っています。

　主に学級担任の授業を受けることが多い小学生は、中学校

の教員の授業を、新鮮な気持ちで受けることができ、内容に

興味を持つことができます。また、後に中学校に進学し、環

境が変わることに対する子どもたちの不安感を和らげること

ができます。さらに、英語を教えることがあまりなかった小

学校の教員が中学校の教員と協力して授業を行うことで、指

導力が向上します。

　今後も子どもたちの学力が向上するよう、小・中学校の教員が、連携を密に行い、一貫化教育の取組を継続

します。

「乗り入れ授業」の実施

▲小代小学校での乗り入れ授業の様子

　本町では「3つの町民運動」の一環として、保・幼・小・

中・高が連携した「あいさつ運動」に取り組んでいます。

　特に毎月第 1月曜日の 3つの町民運動の日には中学生や

高校生が、小学校・幼稚園の校門前などに立ち、さわやかな

あいさつで子どもたちを迎えています。

　例えば、村岡小学校では、村岡高校の生徒たちが、登校し

てくる園児・児童に啓発パネルを使ったあいさつ運動を推進

しています。

　気持ちの良いあいさつは、温かい人間関係をつくることが

できます。年齢の近い高校生に影響を受けながら、子どもた

ちは、素敵なあいさつを校区に広げています。

連携した「あいさつ運動」

▲村岡小学校であいさつ運動を行う村岡高校の生徒
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香
美
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容

や
地
域
に
お
け
る
暮
ら
し
、
今
後
の
目
標
な

ど
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
平
成
29
年
度
香

美
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
担
当
す
る
北
田
茜
隊
員
は
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
登
録
状
況
や
出
荷
状
況
、
グ

リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
の
利
用
状
況
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

同
年
８
月
か
ら
水
産
業
振
興
・
Ｐ
Ｒ
活
動

を
担
当
す
る
鈴
木
俊
哉
隊
員
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発
や
販
売
、
地
域
で
の
活
動
、

隊
員
間
の
活
動
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
を

担
当
す
る
鍛
治
本
美
和
隊
員
は
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
登
録
件
数
や
利
用
登
録
件
数
、
成
約

件
数
、
問
題
点
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
活
性
化
や
移
住
定
住
な
ど
を
進
め

て
い
く
た
め
、
４
月
１
日
付
で
新
た
に
３
人

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任
し
ま
し
た
の

で
、
紹
介
し
ま
す
。

　

同
年
10
月
か
ら
日
本
で
最
も
美
し
い
村
・

香
美
町
小
代
を
担
当
す
る
河
田
愛
隊
員
は
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情

報
発
信
や
５
万
人
の
写
真
展
な
ど
の
取
組
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

任
期
終
了
ま
で
１
年
余
り
と
な
っ
た
鈴
木

隊
員
は
「
町
や
出
向
先
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

目
的
が
達
成
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲活動報告をする鈴木隊員

香美町香美町
　地域おこし協力隊　地域おこし協力隊
　　　　　　　日記　　　　　　　日記

第14話第 14話

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

新
た
に
３
人
の
地
域
お
こ
し
協

新
た
に
３
人
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
着
任
し
ま
し
た

力
隊
が
着
任
し
ま
し
た

西川 西川 梓梓
あずさあずさ

（大阪府高槻市出身）

観光情報発信推進

房房
ふ さ や すふ さ や す

安安晋晋
し ん やし ん や

也也

（鳥取市出身）（鳥取市出身）

高校支援教育コーディネーター高校支援教育コーディネーター
（大（大

観観

　

「
比
べ
た
り
比
べ
ら
れ
た
り
っ
て
疲
れ
ま

せ
ん
か
？
あ
な
た
し
か
創
り
出
せ
な
い
モ
ノ
、

こ
の
ま
ち
で
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
！
」

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
応
募
欄
に
あ
っ
た

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
す
。

　

「
私
に
し
か
創
り
出
せ
な
い
モ
ノ
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
」
そ
れ
を
私
も
見
つ
け
て
、
自
信

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
私
に
し
か
見

つ
け
ら
れ
な
い
も
の
が
き
っ
と
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
と
三
番
叟
を

き
っ
か
け
に
香
美
町
の
皆
さ
ん
の
人
柄
や
山

と
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
環
境
に
魅
了
さ
れ
、

こ
の
地
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を
抱

き
ま
し
た
。

　

協
力
隊
の
一
員
と
し
て
、
人
と
人
を
つ
な

い
で
い
く
た
め
に
私
の
人
脈
や
で
き
る
こ
と

を
生
か
し
、
地
域
の
人
と
話
を
し
な
が
ら
、

一
緒
に
「
場
づ
く
り
」
を
し
た
い
で
す
。

　

大
学
時
代
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

「
農
山
村
の
む
ら
お
こ
し
・
ま
ち
お
こ
し
」

を
、
高
校
教
育
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取

り
組
み
た
い
と
思
い
、
村
岡
高
校
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
野
球
で
養
っ
た
体
力
を
武
器
に
、
元

気
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

齋藤齋藤瑞瑞
み つ きみ つ き

貴貴

（大阪府吹田市出身）（大阪府吹田市出身）

移住サポーター・移住定住支援移住サポーター・移住定住支援
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こ
ん
に
ち
は
。

　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
で
す

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
香
美
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
）
は
、

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き

生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
高
齢

者
や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
を
、
医
療
、

保
健
、
福
祉
お
よ
び
介
護
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
方
面
か
ら
総
合
的
に
支
援
す
る

地
域
の
拠
点
と
な
る
機
関
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
な
ど

の
専
門
職
が
集
ま
り
、
互
い
に
連
携
を

取
り
な
が
ら
、「
チ
ー
ム
」
と
し
て
総

合
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
業
務
内
容
と
し
て
は

①
地
域
で
の
生
活
を
支
援
し
ま
す

（
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
）

　

身
体
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
の

介
護
予
防
教
室
や
皆
さ
ん
の
住
む
地
域

に
出
向
き
、
い
き
い
き
講
座
を
行
い
ま

す
。

②
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
つ
く
り
ま
す

（
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
）

　

一
人
一
人
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
途

切
れ
る
こ
と
な
く
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
よ
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

支
援
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

③
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す

（
権
利
擁
護
業
務
）

　

金
銭
管
理
や
契
約
に
不
安
が
あ
る
、

頼
れ
る
家
族
が
い
な
い
な
ど
の
場
合
に

は
成
年
後
見
制
度
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

④
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
総
合
相
談
事
業
）

　

介
護
に
関
す
る
こ
と
、
健
康
や
福
祉
、

医
療
、
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ
の
家
族
、
近
所
に

お
住
ま
い

の
皆
さ
ん

も
お
気
軽

に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

地
域
ぐ
る
み
で
鳥
獣
害
を
ス
ト
ッ
プ
！

地
域
ぐ
る
み
で
鳥
獣
害
を
ス
ト
ッ
プ
！

　

町
内
各
地
で
、
大
切
に
育
て
た
農
作
物

が
有
害
鳥
獣
（
野
生
動
物
）
に
食
い
荒
ら

さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
冬
眠
か
ら
目
覚

め
た
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
の
出
没
に
注
意

が
必
要
な
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

電
気
柵
な
ど
で
有
害
鳥
獣
を
防
除
す
る

こ
と
も
有
効
で
す
が
、
野
生
動
物
を
近
づ

か
せ
な
い
環
境
作
り
や
追
い
払
っ
て
山
へ

返
す
こ
と
も
重
要
な
対
策
の
一
つ
で
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物

や
平
穏
な
生
活
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策

　

◇
防
護
柵

　

 　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
非
常
に
学
習
能
力
が

高
い
た
め
、
柵
線
だ
け
で
な
く
支
柱
に

触
っ
て
も
感
電
す
る
「
お
じ
ろ
用
心
棒

（
サ
ル
用
通
電
式
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
）」
が
お
薦
め
で
す
。

　

◇
追
払
い
の
コ
ツ

　

①
で
き
る
だ
け
多
人
数
で
し
つ
こ
く
！

　

②
地
域
ぐ
る
み
の
追
い
払
い
が
効
果
大
！

　

③
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
電
動
ガ
ン
を
活
用
！

■
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
対
策

　

◇
防
護
柵

　

 　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
は
、
安
価
で
設

置
が
簡
単
な「
電
気
柵
」が
お
薦
め
で
す
。

　

 　

イ
ノ
シ
シ
は
飛
び
越
え
る
よ
り
、
柵

を
く
ぐ
り
抜
け
よ
う
と
す
る
た
め
、
柵

を
鼻
先
で
触
っ
て
確
か
め
ま
す
。
電
気

線
は
鼻
先
の
高
さ
に
し
、
く
ぐ
り
抜
け

な
い
よ
う
に
張
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　

 　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
２
ｍ
以
上
の
ジ
ャ

ン
プ
力
が
あ
り
、
３
〜
４
段
以
上
の
電

気
柵
が
効
果
的
で
す
。

　

 　

設
置
後
は
、
定
期
的
に
点
検
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
鳥
獣
害
対
策
＝
地
域
振
興

　

地
域
ぐ
る
み
で
鳥
獣
害
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
団
結
力
が
生
ま
れ
、
地
域
課

題
解
決
の
一
端
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

問い合わせ先　役場農林水産課

▲いきいき相談センターのスタッフ
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【事例】

　スマホのサイトで見つけたフリマアプリで「新

品で未使用」と紹介されたブランドＴシャツを購

入した。ところが、届いたＴシャツは偽物のよう

で、ボールペンの落書きもあり、新品でもなかった。

　売主と交渉して返品に応じてもらえたので郵送

したのに、「このＴシャツはうちのではない」と

難癖を付けられて返金されない。

　フリマアプリの運営会社にも相談したが、「お

客様同士で解決ください」と言われた。

　返金してほしい。

【ひとことアドバイス】
◆ フリマアプリでは、金銭や品物のやり取りは
運営会社が仲介しますが、基本的に個人間売
買になるため、トラブルが発生した場合は、
当事者間で解決するのが原則となっています。
◆ また、「安さにひかれて注文し、代金を振り
込んだが商品が届かない」「出品した商品を
発送したが入金されない」といったトラブル
が増えています。
◆ 売るのも買うのも「自己責任」というリスク
を認識して利用しましょう。
◆ フリマアプリで取引をする際は、アプリの規
約をよく読み、そのうえで、出品者が設定し
たルールの確認や商品、送料などについての
情報収集をしっかり行い、慎重に利用しま
しょう。

アドバイス】

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

新品じゃなかった！？
～フリマアプリのトラブルに要注意～～フリマアプリのトラブルに要注意～

　香美町環境美化推

進協議会では、3月

23 日（金）に、不

法投棄防止パトロー

ルを実施しました。

　推進委員、美方警

察署、但馬県民局、

町議会議員および事

務局の合計 20 人で

香住区内の 3ヵ所を視察し、不法投棄の現状を確

認しました。

　今子浦では、農業用の袋にごみが詰めて捨てられ

ていたり、県道香美久美浜線沿いの斜面では、ペッ

トボトルや缶がそのまま捨てられていたりと、同じ

不法投棄でも、場所による違いが見られました。

　パトロール後に実施した取りまとめ会議では、「地

域への啓発をより増やしたほうが良い」「不法投棄

は場所によって捨てられているものが違うため、そ

れぞれに応じた対策が必要である」といった意見が

出されたほか、不法投棄の防止看板についても、「あ

る程度の効果があるが、看板付近にごみがあると逆

効果になるため、定期的な清掃が必要である」といっ

た意見がありました。

　不法投棄は捨てる人のモラルの問題です。本協議

会では、今後も、環境美化に対する意識の向上に取

り組みます。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

▲不法投棄されたごみを回収する様子（今子浦） ▲不法投棄の現場確認をする様子（県道香美久美浜線沿い）
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■
編
集
後
記
■

　

初
夏
の
風
が
す
が
す
が

し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
香
住

区
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

て
い
る「
お
は
な
し
の
国
」

で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

の
様
子
で
す
。

　

こ
の
お
は
な
し
の
国
は
、

昭
和
60
年
11
月
に
香
住
町

中
央
公
民
館
（
現
在
の
香

住
区
中
央
公
民
館
）
が
完

成
し
、
当
時
の
香
住
町
に

初
め
て
図
書
室
が
で
き
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま

り
、
32
年
間
続
い
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
も
町
教
育
委
員
会

は
、
３
つ
の
町
民
運
動
の

１
つ
と
し
て
「
読
書
」
を

掲
げ「
町
じ
ゅ
う
図
書
館
」

の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
お
は
な
し
の
国
で

は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

と
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

を
、
毎
月
第
２
土
曜
日
の

午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
）

真
砂
俳
句
会

４
月
句
会
か
ら

悠
久
の
海
の
句
碑
か
な
糸
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

水
草
生
ふ
軒
に
ゆ
れ
い
し
嬰
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 

政
枝

花
菜
風
ど
の
娘
も
同
じ
長
い
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

寒
昴
今
は
恋
し
き
一
徹
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
西 

澤
子

微
動
だ
も
せ
ず
春
波
の
海
胆
海
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

文
字
小
さ
き
昭
和
の
全
集
啄
木
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 
君
香

移
民
村
の
哀
史
や
宮
の
欅
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

春
の
磯
波
う
ち
返
す
藻
の
み
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

囀
り
や
大
き
な
耳
の
野
の
地
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

芽
柳
の
風
や
直
哉
の
文
学
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

ク
レ
ヨ
ン
の
色
の
豊
か
や
チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

若
布
干
す
海
辺
で
暮
ら
す
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

辛
夷
咲
き
い
よ
い
よ
山
が
動
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）

　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

　

今
年
の
香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

「
海
上
花
火
大
会
」
は
、
7
月
21
日

（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。

　

香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
総
合
委

員
会
で
は
、
現
状
の
規
模
を
維
持

で
き
る
よ
う
、
募
金
箱
を
役
場
本

庁
舎
１
階
の
香
美
ホ
ー
ル
と
各
地
域
局
の
窓
口
付
近
に
設
置
し
ま
す
。

　

今
年
も
鮮
や
か
で
盛
大
な
花
火
を
楽
し
め
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
防
ご
う
地
球
温
暖
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
今

年
も
全
国
で
募
金
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
募
金
は
、
集
落
で
の
樹
木
の
植
栽

へ
の
助
成
や
、
学
校
に
よ
る
花
づ
く
り
運
動
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
活
動
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間

5
月
〜
6
月

募
金
方
法

　

後
日
、
区
長
・
自
治
会
（
区
）
長
を
通
じ
て
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
農
林
水
産
課
・
各
地
域
局

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

緑
の
募
金

緑
の
募
金

●
問
い
合
わ
せ
先　

香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
総
合
委
員
会
（
役
場
観
光
商
工
課
内
）

第
41
回
香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

「
海
上
花
火
大
会
」
募
金
箱
を
設
置

「
海
上
花
火
大
会
」
募
金
箱
を
設
置
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日

行政区 氏名 性別 死亡日

まちのうごき

人　口

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

100）

47）

53）

11）

（平成 30 年 4月 1日現在）

18,025 人（－

8,609 人（－

9,416 人（－

  6,622 世帯（－

（平成 30年 4月 19 日現在、順不同）※ このコーナーは、3.21 ～ 4.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、3.21 ～ 4.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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3 月 25 日、道の駅あまるべ、空の駅公園

3月 25日、道の駅あゆの里矢田川、村岡ファームガーデン

3月 18 日、香住区中央公民館

3月 23日、香住漁港東港

あまるべ春のワクワク感謝祭 子育て世代支援講演会

救命投浮を設置しました道の駅「春の感謝祭」

　余部クリスタルタワーの完成に合わせ余部地区の

振興を図ろうと、余部振興会が「あまるべ春のワク

ワク感謝祭」を開催しました。

　会場には、余部地区の各団体がジビエカレーや手

作りぜんざいなどを用意し、町内外から多くの来場

者でにぎわいました。

　尾崎藤
と う じ

司実行委員長は「天気にも恵まれ、地元の

人に協力をしていただき本当にありがたい。今後も

地元の振興を図りたいです」と語ってくれました。

　毎年恒例となった道の駅「春の感謝祭」が道の駅

あゆの里矢田川と村岡ファームガーデンで開催され

ました。

　あゆの里矢田川では、約 5㎏のしし肉を使った「し

し鍋」が約 200 人分用意され、訪れた観光客など

に振る舞われました。

　阿瀬大
だい す け

典駅長は「今後も真正面から商いをしてい

きたい。さまざまな取組をしますので、期待してほ

しい」と語ってくれました。

　子育て世代の夫婦や親子を応援しようと、町子育

て世代包括支援センターが「子育て世代支援講演会」

を開催しました。

　NPO 法人ファザーリング・ジャパンの安藤哲也

代表理事を講師に迎え「子どもが憧れる笑顔の夫婦

になろう」と題し、講演が行われました。

　安藤さんは「一緒にお風呂に入ったり、読み聞か

せができたりするのは小学生までです。父親を楽し

んでほしい」と参加者にアドバイスを送りました。

　海へ転落したときの事故を防ごうと、香住海上保

安署が簡易救命具の「非常投浮」を香住漁港東港に

設置しました。

　今回設置された非常投浮は、漁網などに使ってい

る浮きに長さ約 30ｍのロープを付け、同署が手作

りで作成。大待雄治郎署長は「海での事故防止のた

めライフジャケットの着用をしてほしい。非常投浮

の普及と事故防止の意識が高まることを期待してい

ます」と語ってくれました。

▲訪れた観光客にしし鍋を振る舞いました

▲多くの来場者でにぎわう空の駅公園 ▲参加した子どもたちに読み聞かせをする安藤さん

▲非常投浮を設置する香住海上保安署の署員
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

4 月 14 日、柴山港

▲「ゆっきーと遊ぼう」で楽しむ来場者 ▲贈呈式に参加した皆さん

▲ザゼンソウを鑑賞する来場者▲第 20 回森と木のクラフト展金賞の作品（左から 2番目）

4 月 14 日～ 5月 20日、木の殿堂

4月 4日、香住小学校

4月 8日、ハチ北高原周辺

柴山あさいち屋 交通安全物品贈呈式

ザゼンソウまつり八次由光木工作品展

　町の魅力を発見してもらおうと「柴山あさいち屋」

が開催されました。

　3回目となる今回は、香美町地域おこし協力隊な

ど各出店者が趣向を凝らした「香美カレーまつり」

を企画。その他にも朝来市のパフォーマーによる

「ゆっきーと遊ぼう」などで来場者を楽しませました。

　主催者の小嶋夕
ゆ う き

輝さんは「無事に開催できて安心

しました。8月には音楽イベントを計画しているの

で、楽しみにしてほしいです」と語ってくれました。

　香住区在住の八次由
よし て る

光さんが制作した木工作品を

見てもらおうと「八次由光木工作品展」が 5月 20

日（日）まで開催されています。

　昨年度に開催された、第 20回森と木のクラフト

展で金賞を受賞した作品やスプーンやコップなどの

作品が多数展示されています。

　木の殿堂の石井一
かず の ぶ

信さんは「八次さんが丹精込め

て作られた作品を見ていただきたい。皆さんのご来

場をお待ちしています」と語ってくれました。

　町内の小中学生などの新入生が安全に登下校でき

るよう、町、香住交通安全協会などが横断旗やラン

ドセルカバーなどの交通安全物品を贈呈しました。

　贈呈式で浜上町長は「毎日元気に学校に通ってく

ださい。町のみんなが応援しています」とあいさつ

をしました。

　贈呈式に参加した竹内凱
か い り

理くん（6歳）は「友達

と遊ぶのが楽しみ。勉強は算数を頑張ります。車に

気をつけて学校に行きます」と語ってくれました。

　雪解けとともに芽を出し、花を咲かせ、春の訪れ

を感じさせる「ザゼンソウ」を多くの人にみてもら

おうとハチ北観光協会が「ザゼンソウまつり」を開

催しました。

　ハチ北高原周辺のザゼンソウ群落は、昭和 46年

1月に県の天然記念物に指定されています。

　田渕吉
よし ひ ろ

浩理事長は「このザゼンソウ群落を後世に

残していくため、環境整備を行い、今後も保全活動

に努めたいです」と語ってくれました。
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総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190
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町　民　課　36・1110
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公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター

　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202
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▲水揚げされた大量のアジ

▲アジのみりん干し

　

さ
て
、
今
回
は
言
わ
ず
と
も
知

ら
れ
た
「
ア
ジ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ア
ジ
は
縄
文
時
代
の
貝
塚
か
ら

骨
の
化
石
が
発
見
さ
れ
る
ほ
ど
古

く
か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
た
と
言
わ

れ
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
旬
を
迎

え
る
魚
で
す
。「
味
が
良
い
か
ら

ア
ジ
」
と
い
う
、
何
と
も
ダ
ジ
ャ

レ
好
き
な
人
が
付
け
た
よ
う
な
名

前
の
由
来
で
、
漢
字
の
『
鯵
』
は

「
美
味
し
さ
に
『
参
っ
た
』」
の
「
参
」

か
ら
来
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
確
か
に「
美
味
し
く
て
参
っ

た
」
と
い
う
ほ
ど
、
焼
い
て
も
揚
げ
て
も
、

刺
身
で
も
干
物
で
も
、
ど
ん
な
料
理
に
も
使

え
る
「
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
と

言
う
べ
き
魚
で
す
。

　

ア
ジ
は
白
身
魚
の
よ
う
な
淡
白
な
身
色
で

す
が
、
実
は
サ
バ
や
イ
ワ
シ
の
よ
う
な
「
赤

身
魚
」
の
仲
間
で
「
青
魚
」
に
入
り
ま
す
。

お
寿
司
屋
さ
ん
で
は
「
ひ
か
り
も
の
」
の
一

つ
で
す
ね
。
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
豊
富
で
体

に
も
優
し
い
で
す
。

　

さ
ら
に
、
小
骨
も
少
な
い
魚
な
の
で
、
魚

さ
ば
き
の
練
習
な
ど
に
は
最
適
で
す
。
私
も

ア
ジ
で
「
３
枚
下
ろ
し
」
か
ら
「
刺
身
」
ま

で
を
練
習
し
ま
し
た
。も
し
失
敗
し
て
も「
タ

タ
キ
」
や
「
な
め
ろ
う
」
に
す
れ
ば
、
れ
っ

き
と
し
た
ご
飯
の
お
か
ず
に
な
る
の
で
心
配

は
無
用
で
す
。
小
ア
ジ
の
み
り
ん
干
し
な
ど

は
、
子
ど
も
の
お
や
つ
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
そ
こ
漁
獲
が
あ
り
、
知
名
度
も
高
く
、

さ
ば
き
や
す
く
て
調
理
方
法
も
た
く
さ
ん
あ

り
、
ま
た
、
体
に
も
良
く
、
お
や
つ
に
も
な

る
魚
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
今

が
「
旬
」
の
ア
ジ
を
ぜ
ひ
「
味
」
わ
い
ま
し
ょ

う
！

おさかな通信
香美町 魚

とと

の弐…アジ

　皆さん、こんにちは。「香美町とと活隊」の池本大
だ い し

志です。

　私は、昨年 1月に大阪から香美町香住区へ I ターン移住してきました。大阪では自然食関連

の会社で水産品の企画の仕事をし、国内の各産地を周り、港町や漁港を見てきました。どの

町も「漁獲減少」「後継者不足」「魚価の高騰・低迷」など同じ悩みを持ち、さらには、魚食

文化も全国的に低迷しています。

　水産加工の歴史の深い香住で魚を身近に感じていたい、おいしい魚を食べて暮らしたいと

いう思いで移住し、昨年 4月から「とと活隊員」として活動しています。


